
2007年（平成19年）３月号 16

２月2２日（木）に国際交流会館で行われた
誕生証書交付式に出席した方々

（平成18年12月届け出）

川

柳

広広
報報
文文
芸芸

赤ちゃん編
・

柚萌の成長が楽しみです。お
兄ちゃんと仲良く、心の優し
い女の子になってね。
（三上馨さん・胡桃舘）

蜿
柚
萌（
ゆ
め
）ち
ゃ
ん
へ

〇
川
柳
鶴
田
吟
社
二
月
句
会
よ
り

降
る
雪
の
余
白
を
埋
め
る
春
の
影

三
上
　
義
朗

ど
れ
程
に
避
け
れ
ば
丸
い
絵
が
描
け

る
　
　
　
　
　
　
　
　
成
田
あ
き
子

人
生
は
避
け
て
通
れ
ぬ
道
も
あ
る

竹
浪
む
さ
し

ち
び
た
筆
振
る
い
か
な
文
字
書
い
て

い
る
　
　
　
　
　
　
　
小
田
桐
貞
風

忘
れ
て
た
ピ
ュ
ア
な
心
の
ひ
と
か
け

ら
　
　
　
　
　
　
　
　
山
形
ゆ
き
ん
こ

救
済
の
言
葉
に
コ
ロ
ッ
と
だ
ま
さ
れ

る
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
あ
や
や

近
道
は
避
け
て
僕
に
僕
の
路

佐
藤
　
倫
生

名
鑑
の
外
に
隠
れ
て
い
る
ポ
ス
ト

工
藤
ま
さ
ひ
ろ

暖
冬
も
構
え
崩
さ
ぬ
ま
ま
の
葦

菊
地
　
志
樹

津
軽
野
に
小
節
こ
ぶ
し

の
き
い
た
吹
雪
来
る

松
山
　
芳
生

節
約
と
戦
う
主
婦
に
あ
る
我
慢

太
田
　
北
歩

明るく元気な子に育ってくだ
さい。

（長内幸子さん・前中野）

蜿
聖
捺（
せ
な
）ち
ゃ
ん
へ

さくら、生まれてきてくれてあ
りがとう。健康で明るく元気に
育ってね。わが家の宝螢
（菊地咲子さん・沖）

蜿
さ
く
ら
ち
ゃ
ん
へ

元気に生まれてきてくれてあり
がとう。お兄ちゃんと仲良く遊
んでね！
（対馬真紀子さん・富士見町）

蜿
燿（
よ
う
）ち
ゃ
ん
へ

※
毎
月
第
一
土
曜
日
午
後
六
時
か
ら
、
駅

前
通
り
の
成
田
商
店
で
例
会
を
開
い
て
い

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
入
会
を
歓
迎
し
ま
す
。

▽
成
田
昭
子
　
２
２
―
５
７
９
９
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３つの中から正しいも
のを選び、ハガキに書
いて役場企画課までお
送りください。

①鶴の里懇話会は町内何か所で開催　
されたでしょうか？
狢－５　　狠－１５　狡－４４　　

②平成17年国勢調査は何月に一斉
調査したでしょうか？
狢－１月　狠－４月　狡－10月

③ワールズウインドウで紹介した砂
漠は？
狢－ゴビ 狠－サハラ狡－タール

ハガキに答え
の記号、住所、

氏名（未成年の方は保護者名も記
入）、年齢と広報に対するご意見や
ご要望などを書き添えてください。

なども大歓
迎です。全問正解者の中から、抽
選で10人の方にプレゼントを差し
上げます（月末必着）。

応募方法

マンガ やイラスト

イズに
挑　戦ク

〈２月号の回答〉
①－狡 ②－狠 ③－狡
〔２月号の当選者〕

・ﾍﾟﾝﾈｰﾑまめっちさん（大性）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑブラバンさん（あさひ町）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑ池田友也さん（寺町）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑNEWSさん（強巻）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑゴウレンジャーさん（木筒）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑ松山幸平さん（公園通り）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑ広場さん（鶴寿団地）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑみみっちさん（沖）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑサルヤマさん（鷹ノ尾）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑで・す・YO！さん（廻堰）

短
　

歌

┃
イ
ラ
ス
ト
展
┃

広報

ペ
ン
ネ
ー
ム
ジ
ョ
ニ
ー
デ
ッ
プ
ー
さ
ん（
桜
町
）

ペ
ン
ネ
ー
ム
マ
リ
ア
ナ
さ
ん（
妙
堂
崎
）

ペ
ン
ネ
ー
ム
新
鮮
組
さ
ん（
み
ど
り
町
）

ペ
ン
ネ
ー
ム
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
さ
ん（
妙
堂
崎
）

ペ
ン
ネ
ー
ム
ラ
ス
カ
ル
さ
ん（
廻
堰
）

ペ
ン
ネ
ー
ム
孫
悟
空
さ
ん（
み
ど
り
町
）

ペ
ン
ネ
ー
ム
ミ
ー
タ
ン
さ
ん（
駅
東
町
）

ペ
ン
ネ
ー
ム
コ
ス
モ
ス
さ
ん（
妙
堂
崎
）

※
鶴
田
短
歌
会
で
は
、
毎
月
第
二
金
曜
日

の
午
後
一
時
か
ら
公
民
館
で
勉
強
会
を
開

い
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
一
度
お

い
で
く
だ
さ
い
。

▽
後
中
野
　
棟
方
文
雄
　
２
２
―
５
１
０
３

〇
鶴
田
短
歌
会
二
月
歌
会
よ
り

伯
龍
氏
の
「
子
育
て
講
座
」
に
ぬ
く

も
り
て
笑
い
の
泉
く
み
た
る
ひ
と
時

佐
々
木
り
え

青
春
も
ロ
マ
ン
ス
も
消
え
身
は
細
り

冬
の
寒
さ
に
日
毎
を
の
の
く

柿
崎
　
三
雄

老
い
吾
の
誕
生
祝
い
に
義
姪
よ
り
香

水
届
く
付
け
て
遊
べ
と

増
田
　
勝
美

子
づ
く
り
の
易
く
は
あ
れ
ど
学
校
に

送
り
迎
へ
が
易
く
に
あ
ら
ず

澤
田
　
清
作

鉢
植
え
の
り
ん
ご
花
芽
の
膨
ら
み
を

妻
と
愛
で
つ
つ
春
を
待
ち
侘
ぶ

棟
方
　
文
雄

あ
と
一
枚
残
る
暦
の
年
の
瀬
に
来
る

年
祈
り
て
神
棚
清
む

田
村
　
半
三

電
柱
に
登
り
て
仕
事
す
る
人
の
命
綱

揺
る
る
秋
風
強
く

竹
浪
　
正
静

ひ
ざ
悪
く
な
た
る
吾
に
雪
の
無
き
こ

の
冬
買
い
物
楽
な
道
な
り藤

田
ト
シ
ヱ

湿
原
の
を
ち
こ
ち
に
野
花
菖
蒲
咲
き

心
和
ま
せ
風
に
揺
れ
　
つ清

水
　
宏
子

廃
校
の
庭
に
生
え
立
つ
松
二
本
級
友
と
も

と
登
り
し
思
い
わ
き
く
る伊

藤
惣
一
郎

ほ
う
れ
ん
草
根
本
が
赤
く
葉
は
み
ど

り
夕
餉
色
ど
る
食
卓
の
上葛

西
　
智
恵


